
� はじめに
日本全国において，オキシダントの原因物質である窒素酸

化物（NOx）濃度等が減少しているにも拘わらず，光化学

オキシダント濃度は上昇しており，環境基準がほとんど達成

されていない状況が継続している。徳島県においても同じよ

うな状況であり，平成１８年度では全局で環境基準を達成でき

なかった。

平成１８年度の全国的なオキシダントの緊急時報発令状況を

見ると１），注意報の発令延日数は１７７日（２５都府県）であり，

昨年度の１８５日（２１都府県）と比較して少し減少しているが，

その年の気象条件等に影響されるため，年により増減があ

る。警報の発令はなかった。

ここでは，平成１８年度の徳島県のオキシダントの発生状況

について報告する。

� 調査方法
１ 測定地点

徳島県では環境測定局１８局でオキシダント濃度の測定を

行っている。なお阿南局は建物工事中のため平成１７年１２月

２２日から測定休止中である。（図－１）

２ 測定方法

� オキシダント

東亜ディーケーケー㈱製 GUX－１１３型，GUX－２１３型

（全て乾式）及び㈱堀場製作所製 APO A－３６００型（乾

式：脇町）を使用。測定方法は紫外線吸収法。

� 風向・風速

光進電気工業㈱製MVS－３５０型微風向風速計又は㈱日
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要 旨

平成１８年度における徳島県の環境測定局でのオキシダント濃度については，環境基準（環境基準値は０．０６ppm）を達

成することができず，高濃度オキシダント（以下，特に注釈のない限り「０．０８ppm以上」をいう。）発生日は６７日，オ

キシダント緊急時報は注意報を３日発令した。注意報発令は平成７年度より１２年連続であったが，警報の発令はなかっ

た。

全局のオキシダントの昼間の日最高値の月平均値が過去５年間平均より高かったのは，平成１８年度の８月から１０月に

かけての気象状況が雨が少なく，気温が高く，日照時間が長かったためであると思われる。

Key words :オキシダント濃度 oxidants concentration，緊急時報（注意報，警報），

emergency reports（warnings and alarms）

※現環境管理課

図－１ 環境大気測定局設置場所

―１１―



型微風向風速計を使用。

� 調査結果及び考察
１ 高濃度オキシダント等の発生状況

� 環境基準との対応状況

表－１に示すように，１７局全局で環境基準（０．０６ppm

以下）を超える日がみられた。平成１８年度において超過

日数の多い上位局は大潟，椿（１２７日）及び鳴門，徳島

（１１４日），であった。図－２で測定局別に過去５年間の

超過日数を示しているが，昨年度と比較すると，特に増

加が目立った局は大潟局の３１日増であった。しかしそれ

以外の局の増減は１０日程であった。

表－１ 局別・月別高濃度オキシダント等発生状況（平成１８年度）

区 分 ０．０６ppmを超えた日数 ０．０８ppm以上の日数 ０．１０ppm以上の日数 ０．１２ppm以上の日数

局 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９１０３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９１０３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９１０３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９１０３ 他 計

鳴 門 １０ １６ ２２ ３ １８ １６ １３ ７ ９ １１４ ７ １０ １ ７ ３ ２ ２ ３２ ３ ２ ５ ２ ２

松 茂 １ １４ １８ ４ １７ １２ １０ １０ ８ ９４ ２ ８ ７ ３ １ ２ ２３ ２ ２ ４ ０ ０

藍 住 １２ １６ ２１ ７ １７ １６ ８ ８ ６ １１１ ４ １０ １ １０ ２ １ １ ２９ ５ ２ ７ ０ ０

北 島 １２ ２０ ２１ ５ １６ １２ ８ ６ ８ １０８ ５ １０ １ ７ ２ １ ２６ ３ ２ ５ ０ ０

川 内 ５ １４ １８ ３ １６ １３ ８ ６ ６ ８９ ３ ８ ８ ３ １ １ ２４ ２ ２ ４ ０ ０

徳 島 １７ ２２ ２０ ６ １６ １３ ９ ６ ５ １１４ ６ １０ １ １１ ３ １ １ ３３ ４ ３ ７ １ １

小松島 ９ ２０ １８ ３ １５ １０ １０ ２ ３ ９０ ４ ８ ６ ３ ２１ ３ １ ４ ０ ０

那賀川 １０ ２２ ２１ ４ １５ １６ １１ ２ ４ １０５ １ ７ ９ ６ ４ １ ２８ ４ １ ５ １ １

中 島 ５ １９ １９ ４ １１ １６ １３ ４ ４ ９５ ５ ８ １ ５ ３ １ １ ２４ ３ １ ４ ０ ０

羽ノ浦 ８ ２３ ２０ ３ １６ １２ ９ ３ ４ ９８ ７ ９ ６ ４ ２６ １ ４ １ ６ １ １

阿 南 ０

大 潟 ９ ２３ ２３ ７ １６ １７ １４ １０ ８ １２７ １ ９ １１ ２ ８ ６ ３ ２ ４２ １ ５ ３ １ １０ ０ ０

山 口 ４ １６ ２０ ４ １６ １５ １３ ４ ７ ９９ ７ ８ ８ ５ １ １ ３０ ４ １ １ ６ １ １

椿 １８ ２３ ２１ ６ １６ １７ １４ ６ ６ １２７ ３ ９ １０ １ ６ ５ ２ １ ３７ ５ １ ２ ８ １ １

鷲 敷 ９ １６ １８ １ １４ ９ １０ ３ ３ ８３ ５ ６ ５ １ １７ ２ １ ３ ０ ０

由 岐 １２ ２４ １８ ７ １１ １０ ６ ４ ２ ９４ ２ ９ ７ １ ５ ３ １ ２８ ２ ３ ５ １ １

脇 町 １７ １８ ２１ ７ １８ １２ ９ ５ ２ １０９ ４ １１ １ １１ １ ２８ １ ６ ２ ９ １ １

池 田 ６ １７ ２０ ３ １８ １２ ９ １０ ４ ９９ １ ４ １２ ０ １２ ３ １ １ ３４ ０ ３ ２ ５ １ １

計 １６４ ３２３ ３３９ ７７ ２６６ ２２８ １７４ ９６ ８９１７５６ ８ ９７ １５５ １０ １２８ ５３ １６ １５ ４８２ ５ ６１ ２７ ４ ９７ １０ １０

図－２ 局別０．０６ppmを超えた日数
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� 高濃度日の発生状況

① 発生日総数

表－２に示すように，０．０８ppm以上になった日数

は６７日，０．１０ppm以上となった日数は２０日，０．１２ppm

以上となった日数は３日であった。過去１０年間（H８～

H１７）の平均と比較すると，０．０８ppm以上の発生日数

は１０日少なかったが，０．１０ppm及び０．１２ppm以上と

なった日数は平均並であった。

全国の状況は，表－３と図－３に示すとおりであ

る。平成１８年度の全国の注意報等の発令延日数は１７７

日，大阪湾地域では３５日であり，過去１０年間の全国平

均１５５日，大阪湾地域での平均２６日より多い。

表－４に示した各都道府県における注意報等発令日

数の推移から平成１８年度の最多発令都府県は東京都と

大阪府の１７日，次いで埼玉県が１６日，神奈川県が１４日

であった。また，長崎県と熊本県が初めて各１日ずつ

発令された。徳島県では１２年連続して注意報が発令さ

れているが，隣県の香川県は過去１０年間，中国地方の

島根，鳥取の県では昭和４５年以降注意報は発令されて

いない。

② 月別発生日数

表－２に示すとおり，平成１８年度の県下全体の高濃

度発生日数を月別にみると６月＝８月＞５月＞９月＞

１０月＞４月＝７月＝３月の順である。発生日数を昨年

度と比較すると，８月と９月は約２倍に増加したが，

４月と７月は大幅に減少した。過去１０年間の平均と比

較すると，高濃度発生日が５月，６月及び８月に集中

した。一方，４月と７月は減少した。また０．１０ppm

表－３ 全国と大阪湾地域の注意報等の発令日数及び徳島県
の高濃度発生日数の推移（延日数）

濃度
レベル

年度

全国
（０．１２ppm以上）
（注意報発令日数）

大阪湾地域
（０．１２ppm以上）
（注意報発令日数）

徳島県
（０．０８ppm以上）

平成８年度 ９９ １５ ６１

９年度 ９５ ６ ８８

１０年度 １３５ ３３ ７９

１１年度 １００ １９ ８２

１２年度 ２５９ ５１ ７８

１３年度 １９３ ２８ ８１

１４年度 １８４ ２９ ８０

１５年度 １０８ ２３ ５８

１６年度 １８９ ２４ ８０

１７年度 １８５ ３３ ８３

１０年間の平均 １５５ ２６ ７７

１８年度 １７７ ３５ ６７

注）大阪湾地域：大阪府，京都府，兵庫県，奈良県 図－３ 全国・大阪湾地域注意報等発令状況と徳島県の状況

表－２ 月別高濃度オキシダント発生日の経年変化

区 分 ０．０８ppm以上の日数 ０．１０ppm以上の日数 ０．１２ppm以上の日数

年度 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ３ 他 計

平成８年度 ７ １６ ７ ５ １０ ８ ７ １ ６１ １ ５ １ ３ ２ １２ ２ ２

９年度 ２０１３１３ ７ １０ ８ ８ ９ ８８ ４ ２ ３ ２ ７ １ ２ ２１ １ ２ ３

１０年度 １４１５１３１０１５ ９ ３ ７９ ３ ８ ３ ４ ７ ６ ３１ ２ ６ ３ １１

１１年度 １２２２ ６ ９ ３ ９ ５ １２ ４ ８２ １１ １ ４ ３ ２ ２１ １ ３ ４

１２年度 １６１３１２１６ ９ ９ １ ２ ７８ ３ ４ ２ ７ ２ ４ ２２ ３ ２ ５

１３年度 １０１５１０１２１０１０ ９ ４ ８１ ３ ５ ３ ３ ４ ３ ２１ ２ ２ １ ５

１４年度 １３１１１９ ８ １０１０ ８ １ ８０ ２ ３ ８ ５ １ １ １ ２１ １ １ ２

１５年度 ７ １３１１ ４ ９ ９ １ ３ １ ５８ ２ ２ ３ ３ ２ １２ １ １

１６年度 １７１６１２１７１０ ５ ３ ８０ ４ ６ ４ ６ ３ ２ ２５ ３ １ １ ５

１７年度 １６２０２１１４ ８ ３ １ ８３ ３ ８ ６ １ １８ ２ ２

１０年間の平均 １３．２１５．４１２．４１０．２９．４８．０３．５４．１０．７７７．０２．２４．９３．５３．８３．０２．５０．３０．２０．０２０．４０．００．５０．６０．８１．３０．８０．００．００．０４．０

平成１８年度 ３ １３１７ ３ １７ ７ ４ ３ ６７ ３ ８ ７ ２ ２０ ３ ３
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以上の発生日数は６月，８月がほとんどを占め，過去

１０年間の平均と比較すると２倍以上あった。０．１２ppm

以上の発生日数は３日で昨年度より１日増加した。

全国の注意報の発令状況（表－４）においても，平

成１８年度は，５月～９月に発令されており，８月が最

も多く９１日，次いで６月に５１日，７月に２４日発令され

ており，６月～８月の３ヶ月で全体の９４％を占めてい

る。一方４月，１０月～３月は発令されていない。

③ 局別発生日数

局別に高濃度発生日数を見ると，表－１に示すとお

り，上位５局は大潟局＞椿局＞池田局＞徳島局＞鳴門

局となっており，南部区域での発生が目立つが，内陸

部にある西部区域の池田局が上位に含まれるのが特徴

的である。

④ 発生時刻と時間数

表－５に示すとおり，初めて高濃度となった発生時

刻延回数は，１５時＞１４時＞１３時の順であり，高濃度発

生時刻は１３時～１５時で約６７％を占めている。発生中延

時間数は，１５時＞１６時＞１７時＞１４時の順であり，１４

時～１７時で約６６％を占めている。

平成１８年度と過去５年間平均を比較すると，図－

４，５に示すとおり，発生時刻及び発生中延時間数は

ほぼ同様な推移を示し，平成１８年度では１５時に明瞭な

ピークが見られる。

２ 高濃度オキシダントと気象の関係

� 天候との関連２）

平成１８年度の高濃度発生日

の天候は，表－６に示すとお

りで，「当日・雨」の日はな

く，「当日・晴」が約６３％あ

り，曇の日でも約３７％の日が

高濃度となっていた。

日照時間は表－７，図－６

に示すように，高濃度発生日

は日照時間が１０時間以上が

４４．６％で最も多く，日照時間

が長い日に高濃度オキシダン

トが発生する傾向が見られる

が，１時間未満でも高濃度オ

キシダントの発生が見られ

た。全体として７時間以上が

７７％を占める。

また月別の気温・降水量・

日照時間については，表－

８，図－７～９に示すとおり

である。冬季を除くと，月平

均気温は高濃度オキシダント

発生日数が多い５月～９月で

は，平年値より０．１～１．５℃高

く，降水量は平年値より少な

く，高濃度オキシダント発生

日数の多い８月と９月は平年

比より６８．６％，４１．３％と少な

かった。日照時間は５月と７

月を除いて平年より多かっ

た。

� 風向・風速との関連

高濃度発生時の風向は表－

表－４ 各都府県における注意報等発令日数の推移（平成９年～平成１８年）（環境省調べ）

年

都府県

平成
９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１８年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

宮 城 １ １

福 島 ３ １ ２ １ １ １

茨 城 ９ ５ １１ ２３ １２ １３ １４ １８ １３ １０ ３ ２ ５

栃 木 ４ ４ ９ ２１ １５ １１ ８ ７ １４ ８ ４ ４

群 馬 ８ ６ ４ １６ ６ １５ ２ １５ １０ ５ １ ４

埼 玉 １６ １２ １８ ４０ ３０ ２１ １９ ２３ ２６ １６ ５ ３ ８

千 葉 １３ ８ ９ １８ ２３ ２１ １１ ２８ ２８ １１ ２ ３ ５ １

東 京 １１ １１ ５ ２３ ２３ １９ ８ １８ ２２ １７ ３ ５ ８ １

神奈川 ４ １０ ４ １０ １３ １１ ６ １６ ７ １４ ３ ６ ４ １

富 山 １ ２

福 井 １

山 梨 ２ ７ ６ １４ １３ １２ ５ ５ ９ １２ １ ３ ３ ５

岐 阜 ４ ３ ３ １ ４ １ ２ １

静 岡 ４ ６ ２ ９ ６ ４ １ ５ ９ ５ ２ １ １

愛 知 １ １ １ ２ １ １

三 重 １ ２ １ ９ ４ １ ２ ２ １ １

滋 賀 １ ２ ３ ６ ４ ２ ２ ７ ６ １ ３ ２

京 都 １ ３ １ ３ １ ５ ３ ７ ７ ２ ４ １

大 阪 ３ ２５ １１ ２３ ２０ １１ １４ １０ １０ １７ ４ １１ ２

兵 庫 ２ ４ ７ １７ ５ ８ ７ ６ ９ ８ ２ ６

奈 良 １ ８ ２ ５ ２ ５ ７ ３ ３

和歌山 １ １ ２ １ １ １ １

岡 山 ４ ４ ２ １ ２ ３ １ １ ８ １ ７

広 島 ４ １５ ３ ８ ５ ９ ４ １３ ８ ９ ２ ７

山 口 ２ １ ５ ４ １ ３ １ ２ １ １

徳 島 ３ ６ ３ ２ ２ １ １ ３ １ ３ ３

愛 媛 ３ １ １ １ １

福 岡 １

長 崎 １ １

熊 本 １ １

計 ９５１３５１００２５９１９３１８４１０８１８９１８５１７７ ３ ５１ ２４ ９１ ８
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９に示すとおり，多い順に ESE（１３．６％），E（１２．９％），

SE（９．１％），N（７．９％），ENE（７．７％），NNW（７．４％），

NNE（７．２％）となり，反対に少ないのはW～NWの方

位であった。徳島県の北部は NNW～N～SSEの方位か

ら，南部は NNE～SWの方位が多かった。

高濃度発生時の風速は表－１０，図－１０に示すとお

り，２．０～２．９m/sが最も多く，１．０～３．９m/sで８０．２％

を占めている。４．０m/s以上では強くなるほど高濃度発

生は減少している。過去５年間の平均割合も１．０～３．９

m/sが中心であり，平成１８年度も同様な傾向が見られ

る。

３ オキシダント濃度の状況

� 全体（１７局全局）

全局の昼間の日最高値の年平均値は，表－１１，図－１１

に示すとおり，平成１８年度は０．０５２ppmで，過去５年間

の平均値より高かったが，平成１６年度以降では同様な値

で推移している。月別では，６月が最も高く０．０７０ppm

で，それ以降低下し１２月が０．０３５ppmで底となり，２月

より上昇している。月平均値を５年間の平均値と比較す

ると，６月，８月～１０月，２月，３月が上回り，４月，

７月，１２月，１月は５年間の平均値を下回っている。

� 北部地域（鳴門～小松島），南部地域（那賀川～由岐）

と西部地域（脇町，池田）

北部地域の昼間の日最高値の年平均値は，表－１２，

図－１２に示すとおり，平成１８年度は０．０５２ppmであり，

過去５年間の平均値より僅かに高かったが，平成１６年度

表－５ 高濃度オキシダント発生時刻と時間数（平成１８年度）

時刻（時） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 計

発生時刻延回数 － ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ １９ ５３ １０２１１０１１２ ４９ ２４ １０ ３ １ ０ ０ ０ ０ ４８７

（％） － ０．００．００．００．００．００．００．００．４０．４３．９１０．９２０．９２２．６２３．０１０．１４．９２．１０．６０．２０．００．００．００．０１００．０

発生中延時間数 － ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ ２０ ７０ １６９２６２３４７３４０３１２２００１２０ ４４ １４ ７ ６ ３ １，９１８

（％） － ０．００．００．００．００．００．００．００．１０．１１．０３．６８．８１３．７１８．１１７．７１６．３１０．４６．３２．３０．７０．４０．３０．２１００．０

（注）１ 表中「発生時刻延回数」とは，当該時刻において初めて高濃度（０．０８ppm以上）となった局数の年間合計を示す。
２ 表中「発生中延時間数」とは，当該時刻において高濃度である局数の年間合計を示す。

図－４ 発生時刻延回数 図－５ 発生中延時間数

表－６ 高濃度オキシダント発生前３日間及び当日の天候（平成１８年度）

天 候 晴（日数／％）曇（日数／％）雨（日数／％）計

３日前（６時～１８時） ４２ ５１ ３３ ４０ ８ １０ ８３

（１８時～２日前６時） ４５ ５４ ３２ ３９ ６ ７ ８３

２日前（６時～１８時） ４３ ５２ ３２ ３９ ８ １０ ８３

（１８時～１日前６時） ４７ ５７ ２９ ３５ ７ ８ ８３

１日前（６時～１８時） ４７ ５７ ３２ ３９ ４ ５ ８３

（１８時～当日６時） ５０ ６０ ３１ ３７ ２ ２ ８３

当日（６時～１８時） ５２ ６３ ３１ ３７ ０ ０ ８３

（注） 徳島地方気象台の観測データに基づき作成したものである。

表－７ 高濃度オキシダント発生と日照時間（平成１８年度）

日照時間
０
～
０．９

１
～
１．９

２
～
２．９

３
～
３．９

４
～
４．９

５
～
５．９

６
～
６．９

７
～
７．９

８
～
８．９

９
～
９．９

１０

以上
計

日数 ５ ０ ０ ２ ４ ７ １ ３ ４ ２０ ３７ ８３

（％） ６．０ ０．０ ０．０ ２．４ ４．８ ８．４ １．２ ３．６ ４．８ ２４．１ ４４．６ １００．０

（注） 徳島地方気象台の観測データに基づき作成したものである。
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図－６ 高濃度オキシダント発生と日照時間の経年変化

表－８ 平成１８年度 月別気象状況

項目

月

気温（℃） 降水量（mm） 日照時間（hr）

１８年度 平年値 平年との差 平年比（％）１７年度 平年値 平年との差 平年比（％）１８年度 平年値 平年との差 平年比（％）

１８年４月 １３．７ １４．６ －０．９ ９３．８ ２５５．５ １１５．１ １４０．４ ２２２．０ １５０．０ １８５．９ －３５．９ ８０．７

５月 １９．３ １８．８ ０．５ １０２．７ １４２．０ １３８．７ ３．３ １０２．４ １４９．３ １９７．４ －４８．１ ７５．６

６月 ２３．１ ２２．４ ０．７ １０３．１ １５２．５ ２０５．７ －５３．２ ７４．１ １５２．０ １５１．６ ０．４ １００．３

７月 ２６．４ ２６．３ ０．１ １００．４ １５６．５ １６１．４ －４．９ ９７．０ １２２．７ １９６．６ －７３．９ ６２．４

８月 ２８．９ ２７．４ １．５ １０５．５ １１８．０ １７２．１ －５４．１ ６８．６ ２６０．７ ２１９．７ ４１．０ １１８．７

９月 ２４．１ ２３．９ ０．２ １００．８ １１７．５ ２８４．２ －１６６．７ ４１．３ １７３．６ １５０．４ ２３．２ １１５．４

１０月 ２０．２ １８．５ １．７ １０９．２ ７６．０ １３７．１ －６１．１ ５５．４ １７１．４ １６３．７ ７．７ １０４．７

１１月 １４．４ １３．２ １．２ １０９．１ １１４．５ １０２．２ １２．３ １１２．０ １４８．３ １４７．５ ０．８ １００．５

１２月 ９．１ ８．３ ０．８ １０９．６ ５５．０ ３９．３ １５．７ １３９．９ １２９．５ １６１．３ －３１．８ ８０．３

１９年１月 ７．６ ６．０ １．６ １２６．７ ５．０ ４２．６ －３７．６ １１．７ １７０．６ １５５．３ １５．３ １０９．９

２月 ８．８ ６．１ ２．７ １４４．３ ３６．５ ５７．１ －２０．６ ６３．９ １７７．０ １４７．４ ２９．６ １２０．１

３月 １０．３ ９．２ １．１ １１２．０ ２８．５ ８５．４ －５６．９ ３３．４ ２０６．３ １６７．６ ３８．７ １２３．１

図－７ 気温の状況
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